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1.は じめ に

「就学前教育における数量や図形の学習と小学校

における算数の学習はどのように接続されることが

子どもたちにとって有効か」というテーマは,こ れ

まで算数科教育に携わりながら筆者がずっと問い続

けてきたことである.入 学 したての児童は 「何もで

きない」 というとらえか ら,「教え,訓 練す ること

により算数の力がっく」と考え,入 学前の学びや育

ちよりも教師の指導を優先する指導を 目にすること

は多い.こ のような指導を受けた児童は,や がて教

師が示 した問いに対す る答えを探す ようになり,

「算数=先 生が出した問題を解 くこと」 という好 ま

しくない状況にっながることを筆者は危惧 している.

本研究は,入 門期の算数学習に適 した教材を開発

し,授 業実践を通 してその可能性と課題を指摘す る

ことを目的とする.本 稿では,第1学 年の学習にお

けるねらいとされる 「一つの数をほかの数の和や差

としてみるなど,ほ かの数と関係付けてみる」見方

と 「1位数 と1位 数との加法及びその逆の減法の

計算が確実にできる」という技能を同時に身にっけ

るための教材として 「さいころ列車」を開発 した.

そ して実際に第1学 年の児童に授業を行い,そ の様

子を動画で撮影するとともに振り返りシー トを用い

て児童に学習感想を記述させた.撮 影 した動画およ

び児童が記述 した振 り返りシー トは,複 数の教員が

それぞれに確認 し,教材の可能性と課題を指摘 した.

その結果,第1学 年の児童はこの活動に意欲的に

取り組みながら,上 記のねらいを達成できることが

わか った.ま た,授 業を進めるにあたり,い くっか

の課題があることも同時に確認できた.以 下,詳 細

にっいて述べる.

2.教 材 開発の 背景
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國本 ・山本は,ヴ ィッ トマ ン(Wittmann.E.Ch.)

が 作 成 し た 革 新 的 な 教 科 書r数 の 本(Das

Zahlenbuch)』 で は,練 習 に重 点 が置 かれ て お り,

「常 に新 しい観点 の もとで,常 に他 の教材 と結 びっ

き,常 に新 しい関連,他 の応用 の もとで,常 によ り

大 きな問題の もとでの練習 ここに練習の秘密があ

る」 とす るハ イ ン リッヒ ・ロー ト(Roth.H.)の 練

習 の原理 がその基 礎 にあ ることを指 摘 した.そ の上

で,練 習 には 「導 入のた めの練習」 「構 造化 された

練習」 「習熟 のための練習」 があ り,生 産 的練習 は,

「構 造 化 され た 練 習 に相 当 す る」(國 本 ・山 本,

2004)と して いる.

また國本 は,こ の生 産的練習 にっ いて 「あ る課題

を解決す るなか で,必 然的 に多 くの計算 を行い,知

らず知 らず の内に,計 算技能 が身 につ き,そ の習熟

も達成 され る」,「 計算 しなが ら問題 解決 し,問 題

解決 しなが ら計算練 習す る」(國 本,2006,2012)

と述べ,そ の意義 を主 張 した.さ らに澁谷(2008),

中和(2014),佐 々(2011)ら は 「生産的練 習 とは,
一般的学習 目標 と内容的学習 目標 の同時的 な達成 の

ため に,Winterの 練習 に対す るア イデ ィアを基 に し

てWittmannら によ って開発 され た もので あ るとい

え る」 と して い る.米 田(2007)は,中 学校 での授

業実践 を行 うにあた り,生 産的練習 の概 念を援用 し

て いる.

このように,先 行研究 か ら得 られ る生産 的練習 の

意 図は,単 なる ドリル と して の計 算練習 では な く,

計算技能 の習得 と数 学的 なパ ター ンの探究,発 見,

理 由づ け,表 現 との統合 であると言えそうであ る.

また,2017年 か ら2018年 にか けて,ヴ ィッ トマ ン

は 『生産 的練 習 のため のハ ン ドブ ック(Handbuch

produktiverRechenUbungen)』(以 下,ハ ン ドブック)

を改訂 した.ヴ ィッ トマ ンは改訂 の趣 旨を,自 身 の

ホー ムペー ジで次 のように説 明す る中で 「授業の 中

で最 も重要 な ことは練習で ある」 と し,次 の ように
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